事業系一般廃棄物減量計画書の記入方法

計画書は、事業系一般廃棄物の減量・資源化を目的に作成し市に提出してください。

作成にあたっては、時ページの記入例を参考に記入ください。
①年月日は、減量計画書を作成された日を記入してください。

②事業者は、主たる事業所の所在地・名称・代表者の氏名を記入してください。

③事業所概要欄

・業種については、①建築業、②製造業、③電気・ガス・水道業④運輸・通信業⑤卸売、小売、飲食店⑥金融,保険業⑦不動産業⑧サービス業⑨公務⑩その他具体的に記入してください。

・事業所の延べ面積については、建物すべての面積を記入（小売業にあっては、延べ店舗面積）してください。

・一般廃棄物収集業者は大東市です。（本市では、許可業者の収集はありません）

・就業人数は、アルバイト・パートを含めた人数を記入し、うちアルバイト・パートは何人と記入してください。

・事業系一般廃棄物減量等責任者は、多量排出事業者自身を選任するか、多量排出事業者として権限を委任できる方をお願いします。

④前年度実績欄には、昨年の実績を種類別（単位：ﾄﾝ）に記入してください。

・ごみ発生量(A+B)欄には、再生利用量(A)と廃棄物(B)の合計を記入してください。

・再生利用量(A)欄には、リサイクルしている資源化物の量を記入してください。

・廃棄量(B)欄には、リサイクル等を行わずごみ処理施設等で処分した廃棄物の量を記入してください。

・資源回収業者には、資源物を回収してリサイクルを目的に回収する業者名を記入してください。

⑤当年度計画欄には、発生予測量を種類別（単位：ﾄﾝ）に記入してください。

・ごみ発生量(A+B)欄には、予測量を記入してください。

・再生利用量(A)欄には、目標資源化量を記入してください。

・資源回収業者欄には、資源物を回収してリサイクルを目的に回収する業者名を記入してください。

⑥減量推進の現況及び取組欄には、現在実施している廃棄物の減量化・資源化の施策を記入してください。

⑦今年度の目標欄には、今年度に計画している対策を記入してください。

事業系一般廃棄物減量計画書の記入例
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